
 

 

「 放課後子ども教室推進事業 」（岩手県滝沢市） 

｢仮設住宅の再編等に係る子供の学習支援によるコミュニティ復興支援事業｣ 

放課後子供教室の取組事例                                                         

 

 

取組の概要や経緯 

成果 

今後の方向性 

内容 

 

 

ポイント 

学校の放課後における、子どもたちの安全で安心な居場所の確保及
び体験学習の場の提供を目的として、滝沢市内２ヶ所に放課後子ど
も教室を開設している。 

①放課後子ども教室「チャグホ塾」【滝沢市立滝沢小学校区対象】 
小学校１年生から３年生の低学年を対象に、ミュージカルや合唱などを取り入れ、芸術文化活動を数多く盛り込んだ体験学
習の内容に取り組んでいる。 

②放課後子ども教室「たきざわっ子いきいきクラブ」【滝沢市立篠木小学校区対象】 
小学校１年生から６年生の全学年を対象に、宿題やスポーツ活動などを取り入れ、主に児童が主体的に活動する内容に取り
組んでいる。 

①地域の方々の協力を得ることで、地域人材の活用による
地域との連携・協働。 
②紙媒体を使った地域への情報発信や、保護者や地域の
方々を対象にした発表会やイベントなどを開催し、多方面
への本事業の取組内容の発信。 

・地域の方々の協力を得て行っており、それぞれの持つ技術や知識などのノウハ
ウを生かし、様々な体験活動の充実を図ることができた。 
・支援する側（地域の方々）にとっても、子どもたちとの世代間交流やコミュニ
ケーションの場になっており、体験活動の充実とコミュニケーションの促進など
の相乗効果も見られた。 

・地域の方々の協力を得て行って
おり、技術や知識を持った方々の
継続的な確保に努める。 
・活動場所が市の公共施設を使用
しているが、今後施設利用の方針
が大きく見直される可能性がある。
市側と運営団体との情報交換を定
期的に行いながら、より良い体制
作りに努める。 
 


